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中枢神経系は血液脳関門にて血液中の免疫細胞、高分子の侵入が制限されています。一方、
中枢神経系には、定常状態においても一定数の免疫細胞が存在して、癌、感染などを防いで
います。実際に、多発性硬化症、アルツハイマー病、パーキンソン病などの中枢病態におい
ては、多くの免疫細胞が病変部に侵入することもわかっています。私たちは、2012年に多
発性硬化症モデル、EAE を用いて、定常状態での免疫細胞の中枢への侵入口の位置を同定
しました。解析を続けるとその形成機構は、我々が、2008年に見出した血管内皮細胞など
でのケモカイン、サイトカイン、増殖因子の大量発現機構、炎症回路が、重力刺激に伴う感
覚—交感神経のクロストークにて過剰に活性化していました。これらの結果から、「特定の
神経回路の活性化が、特定の血管部位に炎症回路の活性化を誘導して、免疫細胞を集積、血
液脳関門が開放する」ことが判明しました。私たちは、この現象を“ゲートウェイ反射”と名
付け研究を行ってきました。今回の講演では、ゲートウェイ反射の発見から最近見出したス
トレスとの関連まで発表させていただきます。 
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どうぞ奮ってご参加ください。 
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